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６面 能登支援／母の歴史
■７面 気候危機 ■８

面 中東情勢／まんが ■
９面 インタビュー／介護
■10面 パズル／あそぼ！ ■11面 映画／文化

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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お菓子をプレゼ

ントする石川県

本部事務局長後

藤祐子さん（右

端）
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美容タイムに、「わー、きれいにな

ったねー」とみんなから声が。眉カ

ット、お化粧もしてもらって、集ま

っておしゃべり。リフレッシュのひ

ととき

仮設住宅に運んだ支援物資を「全世帯に配布
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